
今
回
の
震
災
で
は
、

東
北
と
関
東
に
９
カ
所

あ
る
製
油
所
の
う
ち
、

６
カ
所
が
操
業
停
止
に

な
っ
た
。
国
内
の
３
割

に
当
た
る
日
量
１
０
０

万
バ
レ
ル
の
原
油
処
理
能
力
が
失

わ
れ
た
計
算
だ
。
３
カ
所
が
復
旧

す
る
見
通
し
だ
が
、
主
力
で
あ
る

千
葉
の
コ
ス
モ
石
油
と
仙
台
の
Ｊ

Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
破
損

後
遺
症
は
深
刻
だ
。
し
か
も
、

イ
ン
フ
ラ
が
ズ
タ
ズ
タ
に
寸
断

さ
れ
た
た
め
、
西
日
本
か
ら
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
東
上
し
よ
う

と
、
燃
料
が
運
べ
な
い
事
態
が

ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
な
の
だ
。

道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
損
壊
だ

け
で
も
経
済
損
失
は
約
１
５
兆

円
と
試
算
さ
れ
て
い
る
が
、
完

全
に
元
に
戻
る
に
は
数
年
か
か

る
。
損
失
が
さ
ら
に
膨
ら
む
の

は
間
違
い
な
い
。

被
災
地
救
済
と
復
興
の
最
後

の
頼
み
は
ゼ
ニ
。
カ
ネ
さ
え
あ

れ
ば
、
自
家
発
電
機
を
購
入
し
た

り
、
何
と
か
な
る
。
沈
ん
だ
気
持

ち
も
少
し
は
軽
く
な
っ
て
い
く
。

何
し
ろ
、
東
北
６
県
と
茨
城
、
栃

木
、
群
馬
の
北
関
東
を
合
わ
せ
た

域
内
総
生
産
は
６
０
兆
円
。
そ
れ

が
一
瞬
で
吹
き

飛
ん
だ
の
だ
か

ら
、
予
算
を
ジ
ャ

ブ
ジ
ャ
ブ
投
入

す
る
し
か
な
い
。

と
こ
ろ
が
菅

政
権
は
、
復
興

支
援
の
補
正
に
全
然
積
極

的
じ
ゃ
な
い
。
非
常
事
態

と
い
う
意
識
が
な
い
か
ら

嫌
に
な
る
。
筑
波
大
名
誉

教
授
の
小
林
弥
六
氏
（
経

済
学
）
が
言
う
。

「
復
興
に
は
１
０
兆
円
単

位
の
財
政
出
動
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
が
、

大
部
分
は
建
設
国
債
で
賄

え
る
は
ず
で
す
。
こ
の
円

高
を
見
て
も
日
本
の
信
用

力
が
落
ち
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

そ
れ
な
の
に
、
菅
政

権
か
ら
は
こ
の
機
に
乗

じ
て
、
子
ど
も
手
当
や

臨
時
増
税
を
復
興
に
充

て
よ
う
と
い
う
声
が
出

て
い
る
。
首
相
は
そ
の

う
ち
消
費
税
増
税
も
言

い
出
す
の
で
は
な
い
か
。

原
発
事
故
の
拡
大
を
招
い
た
自
ら

の
失
策
と
無
能
を
棚
に
上
げ
“
震

災
大
増
税
”
で
は
、
国
民
は
二
次

災
害
に
遭
う
よ
う
な
も
の
で
す
。

そ
れ
で
な
く
て
も
今
後
の
税
収
減

は
確
実
で
国
の
財
政
は
悪
化
す
る

の
に
、
増
税
で
国
民
の
消
費
意
欲

ま
で
減
退
し
て
は
、
こ
の
国
は
い

よ
い
よ
立
ち
直
れ
な
く
な
り
ま
す

よ
」こ

の
事
態
に
陥
っ
て
も
、
「
財

政
再
建
」
の
看
板
を
捨
て
た
が
ら

な
い
菅
政
権
。
何
か
ら
何
ま
で
狂
っ

て
い
る

ー
日
刊
現
代
よ
り
ー

会
社
の
目
的
が
節
税
が
目
的
だ

と
す
れ
ば
そ
の
時
点
で
、
将
来
は

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
こ
れ
で
は
動
機
と
目
的

が
実
に
不
純
な
の
で
あ
り
ま
す
。

将
来
、
行
詰
ま
る
こ
と
を
危
惧
し

ま
す
。

現
在
が
旨
く
い
っ
て
い
る
と
す

れ
ば
、
単
な
る
偶
然
。
判
断
が
実

力
と
錯
覚
し
て
い
る
だ
け
で
す
。

謙
虚
さ
を
失
わ
な
い
で
下
さ
い
。

会
社
は
大
き
く
す
る
こ
と
自
体
が
、

社
会
的
な
使
命
で
す
。
存
続
自
体

が
目
的
で
あ
れ
ば
商
店
で
十
分
。

使
命
は
全
く
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
拡
大
出
来
な
い
の
で
し
ょ
う
。

会
社
の
「
器
」
で
し
ょ
う
か
。

問
題
は
経
営
者
の
志
で
す
。
動

機
と
使
命
感
の
喪
失
で
し
ょ
う
。

会
社
事
態
、
目
的
や
使
命
が
節

税
で
は
決
し
て
な
い
は
ず
だ
が
。
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中
国
の
変
化
は
、
警
察
権
力

の
量
的
変
化
で
見
え
る
と
言
う
。

国
連
機
関
が
発
表
し
た
統
計
か

ら
、
人
口
１
０
万
人
当

た
り
の
警
察
官
の
数
が

日
本
は
２
０
０
人
余
、

イ
タ
リ
ア
は
マ
フ
ィ
ア
の
国
？

５
５
０
人
メ
キ
シ
コ
も
５
０
０

人
に
近
い
。
麻
薬
戦
争
で
毎
日

数
十
人
が
殺
さ
れ
て
い
る
。
日

本
の
倍
以
上
で
す
。

日
本
は
１
０
０
０
人
に
２
人
。

米
国
は
中
国
の
治
安
要
員
を

２
１
０
０
万
人
と
記
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
中
国
は
人
口
１
０
万

人
当
た
り
１
５
０
０
人
を
超
す
。

更
に
地
方
か
ら
１
２
０
万
人
の

増
員
要
求
で
す
。
１
０
０
０
人

に
１
５
人
で
も
足
ら
な
い
の
で

す
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
、

リ
ビ
ア
で
起
き
た
事
態

を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。

凄
ま
じ
い
人
権
侵
害
と

情
報
管
制
が
国
内
に
敷
か
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
の
流

れ
は
１
６
世
紀
以
来
の
構
図
は

「
フ
ラ
ッ
ト
化
」
に
移
行
で
す
。


